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　札幌の都心から近く、交通の便も良い中の島地区。南北に長いこの
地区に沿って流れる精進川は地域に住む人々の大切な憩いの場です。
この流れを守ろうと、地域ではさまざまな取り組みを行っています。
　また、中の島は幼稚園から短期大学までそろった文教地区で、地域
と学校の協働の取り組みも盛んです。
　今回は、精進川と歩み続ける文教地区「中の島」を紹介します。
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川
沿
い
の
精
進
河
畔
公
園
に
、

一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
風
景

が
一
変
し
ま
す
。

　

小
さ
い
な
が
ら
滝
が
流
れ
、
川

岸
に
は
植
物
が
茂
り
、
川
に
は
魚

や
カ
モ
が
い
ま
す
。
ま
る
で
郊
外

の
渓
流
の
よ
う
で
す
。

　

こ
こ
が
、
昭
和
40
年
代
か
ら
平

成
の
初
め
ま
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

護
岸
と
柵
に
囲
わ
れ
、
人
が
近
づ

け
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い
川
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っ
た
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ど
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像
も
つ
き
ま
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。
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の
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を
、
自
然

に
近
い
環

境
に
戻
そ

う
と
、
北

海
道
、
札

幌
市
、
地

域
住
民
な

ど
が
、
検

討
委
員
会
を
設
立
し
た
の
が
平
成

4
年
。
委
員
会
の
検
討
に
基
づ
い

て
、
改
修
工
事
が
始
ま
り
、
数
年

か
け
て
護
岸
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

は
が
さ
れ
土
が
盛
ら
れ
て
い
き
ま

し
た
。
小
学
生
が
川
づ
く
り
に
参

加
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
自
然
な
蛇

行
が
あ
る
川
の
流
れ
を
再
現
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
き
れ
い
な
せ
せ
ら
ぎ

を
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。

　

今
で
は
、
こ
の
流
域
の
自
然
を

広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
守
り
続
け

る
た
め
の
取
り
組
み
も
盛
ん
で
す
。

　

先
日
、
多
く
の
地
元
の
住
民
が

参
加
し
た「
中
の
島
再
発
見
の
旅
」

で
は
、精
進
川
を
探
索
し
、そ
の
魅

力
を
あ
ら
た
め
て
確
か
め
ま
し
た
。

　

毎
年
、
春
に
は
流
域
の
町
内
会

が
中
心
と
な
っ
て
、
川
の
周
辺
の

清
掃
活
動
が
大
規
模
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
会
や
学
校
、
地
域

の
団
体
で
組
織
す
る
「
中
の
島
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
会
」
と
青

少
年
育
成
委
員
会
の
共
催
で
ヤ
マ

ベ
の
稚
魚
を
放
流
し
、
豊
か
な
環

境
を
守
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

 続ける文教地区～
   中の島中の島を訪ねてを訪ねて

平成 2年頃の精進川 ※ 1

ヤマベ（サクラマス）の稚魚の放流 中の島の魅力を探る「中の島再発見の旅」

中の島地区町内会連合会理事
　喬

きょう

一
いち

さん

　

都
心
に
近
い

中
の
島
に
あ
る
豊
か
な

自
然
は
、
私
た
ち
の
地

域
だ
け
で
な
く
、
札
幌

市
の
宝
で
す
。
多
く
の

人
に
訪
れ
て
ほ
し
い
で

す
。
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